
決算書掲載頁　261

内
訳

災害により被害を受けた林業施設（林道）の復旧を行うことで、被害の拡大を未然に防ぐとともに通行の安全を確保す
る。

森林所有者や森林組合と連絡を密にし災害の早期発見に務めるとともに、災害に対しては、適切な事業手法、工法を選
択し、迅速な復旧をめざすとともに、災害を未然に防止するために、日常の林道機能維持管理を実施する。
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産業経済部農林課

事業： 林業施設災害復旧事業 1266
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A

林道を安全に通行することが可能となるとともに、本林道を利用し森林施業を適正に
実施できるようになったため。B

復旧工事により、安全に林道を通行でき
るようになった。
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災害により被災した林業施設の復旧を行う。
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所管課

災害により被害を受けた林道施設（林道）の復旧を行う。
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林業者

適切な事業手法、工法を選択し、迅速な復旧をめざすとともに、災害を未然に防止するために日常の林道機能維持管理
を実施する。
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事業：林業施設災害復旧事業                                

平成２４年の豪雨により被災した林業用施設の機能回復を図り、車両通行の安全性の確保や、森林施業、木材生

産の回復を図る観点から、林道の災害復旧工事を実施した。 

 

細事業：林業施設災害復旧事業                        

１．林業施設災害復旧工事 

平成２４年の豪雨により林道路肩法面が崩壊し、車両が安全に通行することが困難になった林道の機能回復を図

るため、ふとんかご工を施工した。 

                          （単位：円） 

工 事 名 工 事 概 要 事 業 費 
財 源 内 訳 

国府補助金 地元分担金 一般財源 

林道島の谷線 

災害復旧工事 

施工延長 L=52m 

ふとんかご工 

 L=14m(10段) 

排水工 

 N=2箇所 

1,438,500 － 143,800     1,294,700 

      合    計  1,438,500 － 143,800     1,294,700 
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